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学校の立地環境と想定される災害 

立地環境 想定される災害 

標高３００～５００ｍの高原 
熊本県との県境 
温泉のある別荘地 
四季折々の花々 
フラワーガーデン 
学校の周りは安全（ハザードマップ） 
平成２８年熊本地震による被害 
小さな河川、かんがい用水路 
通学路に工事（施工）箇所多数 

地震 
台風・豪雨 

河川の氾濫 
土砂災害 

過去の災害を 
調べてみよう！ 

1



        過去の災害を聞き取る 

夏休みの
課題 

• 祖父母や近所の
方に話を聞く 

• ファイルにまとめる 
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災害ファイル ～過去の災害に学ぶ～ 

平成３０年度 令和元年度 

• この地域に大きな被害を
もたらした６つの災害の概
要と実際の被害を年代順
に掲載 

• のべ３２箇所 

• Ｖｏｌ.１と合わせて、地区
ごとの年代順に編集 

• のべ５４箇所 
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自治会長 

地域の方 

地域の方の反応１ 

中学生がこんなにがんばってるのだから 
みんなにしっかりと見てもらおう。⇒押印 

中学生ががんばっているから、 
自分たちもがんばらないと！ 

今までこんなの（災害をまとめたもの）は無く、
知っている人も高齢になっているので、記録
に残してくれたのは有難い。 
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【参加者】 
〇 区長 
〇 自治会長 
〇 学校運営協議会委員 
〇 保護者 
〇 専門家 
  ・大分大学防災アドバイザー 
  ・大分県教育委員会指導主事 
  ・日田市役所防災危機管理課職員 
 ※森本調査官 

 防災フィールドワーク 
コンセプト 

ふるさと ふるさと 

五馬を愛し、五馬を守れる人へ 
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 防災フィールドワーク 

自治会長・学校運営協議会委員 
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 地域へ発信 
①早めに避難をしましょう！ 
・増水や破損で通れず逃げ遅れる可能性がある 
・暗くなってからの避難は危険 
・避難が遅れたときは、２階以上へ垂直避難を 

②避難するときに気を付けてほしいこと！ 
・運動靴で避難。長靴は水が入ると歩けなくなる 
・大雨時の避難に傘は×。傘は足元の確認に使う 
・普段から備蓄や避難ルート・避難所の確認を 

③こんなところも危険です！ 
・根がむき出しになったり、根っこの曲がった木 
・土砂の崩落・岩盤の剥落を防止するアンカーの所や 
 過去の災害後の工事箇所 
→「ここは大丈夫」ではなく「危ないかもしれない」 
  という意識を持つ 

④自分で見る・考えることが大切です！ 
・防災の視点を持って、地域を歩いてみませんか 
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Vol.１、２集録の災害箇所 

災害ファイル ～五馬を愛し五馬を守る～ 
令和２年度 

ふるさと ふるさと 

現在の状況（写真） 

この場所を利用する人へのメッセージ 

現在の状況（コメント） 
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子どもたちが 
危ないと言っているのだから 

すぐに市役所に 
言わないと！ 

 地域の方の反応２ 

普段、 
車で通っていたら 
気がつかない。 

そういう目で見ることが 
大事だとわかった。 

いただいた手紙 
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令
和
三
年
度
の
取
組 

「生徒地域防災会議（仮）」 
・レポート、独自のハザードマップの発表 
・生徒と保護者・地域の方との意見交換 
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防災教育コーディネーターの役割 

副校長・教頭 

防災教育の推進 

平常時の役割 

○学校安全計画を立案し、教科等における 
 防災教育を推進 
○避難訓練の企画（学習と連携・実践型） 
○校内防災組織の運営 
○校内防災研修の企画・実施 
○市町村・地域・保護者等との連携 

目的 ①校務分掌に明確に位置づけ、防災教育・地域連携をコーディネート 
    ②教務や生徒指導など関係分掌をつなぎ、一体的に防災教育を推進する 
    ③災害時は校長・教頭を補佐し、情報収集や避難所準備にあたる。 

防災教育 
教科等におけ
る学習（理科・
社会科・家庭科・
保健体育等） 

生徒指導 
 避難訓練 
  

災害時の役割 

防災教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 
   企画・調整 

地域連携 
市町村、消防 
ＰＴＡ 
自治会 

校長 
↓ 

教頭 

 
防災教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

  ・避難や待機の指示 
・設置者への報告 
・保護者連絡の指示 
・外部対応、報道対応 

・施設の被害状況 
・児童生徒の安全確認 
・職員の安全確認 
・避難所開設準備 

校長 
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学
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○
学
校
安
全
計
画
の
立
案 

○
各
教
科
等
に
お
け
る
防
災
教
育
の
推
進 

○
避
難
訓
練
の
企
画
（
学
習
と
連
携
・
実
践
型
） 

○
市
町
村
・
地
域
・
保
護
者
等
と
の
連
携 

※

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
更
新↓
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まとめ 

☆防災はコミュニティ・スクールの大きな柱 
   ⇒共通の話題（課題） 
 
☆中核となる教員の育成 
   ⇒防災教育の推進、継続 
 
※ 行政の支援  
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 ※ＮＨＫ大分放送局ＨＰ 
 防災情報 

９月２３日実施「防災フィールドワーク」 
※放送：８分２９秒 
○５地区ごとに実施…地域の方９名参加 
  （区長、自治会長、学校運営協議会委員、保護者） 
○外部専門家の同行→県学校安全・安心支援課の事業を利用 

１１月３日実施 
「第34回五馬中文化祭」 
※放送：７分４４秒 
○代表生徒５名の発表 
・過去の災害場所の現状 
・ハザードマップに載って 
 いない危険個所 
・安全に避難するには 
・地域の方への呼びかけ→五馬地区災害ファイルVol.3の作成・配布 14


